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都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
開
催

　
平
成
九
年
度
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
、

去
る
五
月
二
十
九
日
正
午
か
ら
、
リ
！
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
東
京
都
仏
教
連
合
会
の
白
川
謙
敬
理
事
長

を
座
長
に
選
出
、
議
事
に
入
っ
た
。

協
議
事
項

①
改
定
さ
れ
た
宗
教
法
人
法
の
実
務
に
つ
い
て

　
長
谷
川
正
浩
弁
護
士
が
、
備
え
付
け
書
類
・
帳
簿

緊
誕

，
繋
縛

叫
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
－

購
都
表

囹■■■圏■二子鋼■■■■1国■■騰旛u測量■■闘■璽心肺

リーガロイヤルホテル京都で開催された
　　　都道府県仏教会代表者会議

の
提
出
や
閲
覧
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明
。
出
席

者
よ
り
活
発
な
質
問
が
出
さ
れ
た
。

②
ル
ン
ビ
ニ
三
園
マ
ヤ
堂
復
興
事
業
に
つ
い
て

　
吉
橋
国
際
文
化
部
長
が
、
復
興
事
業
の
現
況
を
報

告
し
た
。

理

事

会

　
本
会
の
理
事
会
が
、
去
る
五
月
三
十
日
午
後
二
時

か
ら
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ
れ

た
。
最
初
に
白
幡
理
事
長
を
議
長
に
、
議
事
録
署
名

人
に
、
大
竹
明
彦
、
高
見
寛
平
の
空
明
を
選
ん
で
、

議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
平
成
入
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
幡
議
長
よ
り
上
程
。
田
中
総
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
一
一
号
「
平
成
入
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
幡
議
長
よ
り
上
程
。
鷲
尾
財
務
部
長
が
説
明
、

山
田
俊
和
監
事
が
監
査
報
告
を
行
っ
た
後
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
平
成
入
年
度
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興

計
画
事
業
報
告
並
び
に
中
間
収
支
に
つ
い
て
承
認
を

③
財
団
創
立
四
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
荒
川
事
務
総
長
が
、
計
画
の
概
要
、
準
備
の
進
捗

状
況
を
詳
細
に
報
告
。
出
席
者
か
ら
質
問
・
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
阪
神
淡
路
大
震
災
「
仮
設
」
支
援
N
G

O
連
絡
会
代
表
の
村
井
雅
清
氏
か
ら
、
約
一
時
間
に

わ
た
っ
て
、
被
災
者
が
ど
ん
な
状
況
に
お
か
れ
て
い

る
か
、
現
況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

開

催

求
め
る
件
L

　
白
幡
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
国
際
文
化
部
長
及
び

鷲
尾
財
務
部
長
が
説
明
。
山
田
監
事
が
監
査
報
告
を

行
っ
た
後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

　
①
全
日
本
仏
教
会
財
団
創
立
四
〇
周
年
記
念
事
業

並
び
に
第
三
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て

　
荒
川
事
務
総
長
、
鷲
尾
財
務
部
長
か
ら
準
備
の
進

捗
状
況
や
収
支
予
算
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
。

　
②
ル
ン
ビ
ニ
i
園
復
興
計
画
事
業
の
現
状
に
つ
い

て　
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
の
川
井
委
員
長
及
び
川
島
委

貝
か
ら
、
現
状
の
問
題
点
と
今
後
の
見
通
し
が
報
告

さ
れ
た
。

　
③
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
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第

言
教
の
自
由
一
関
す
る
委
員
会
／

　
第
一
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
が
、
去
る

六
月
二
五
日
午
後
一
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。

　
議
案
の
審
議
に
先
立
っ
て
、
本
年
四
月
に
違
憲
判

決
が
出
さ
れ
た
、
愛
媛
玉
串
料
訴
訟
最
高
裁
判
決
に

つ
い
て
、
本
会
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
師
か
ら
、

詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
本
年
度
の
活
動
方
針
が
審
議
さ
れ
、

例
年
通
り
、
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参

拝
中
止
の
要
請
」
を
内
閣
総
理
大
臣
宛
に
提
出
す
る

法
律
相
談
室

　
長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
の
午
後
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
本
会
事
務
総
局
（
〇
三
－
三
四
三

七
－
九
二
七
五
）
へ
事
前
予
約
の
上
お
い
で
下

さ
い
。

　
　
明
照
会
館
で
開
催
さ
れ
た

第
一
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

こ
と
が
決
定
し
た
。
ま
た
、
今
秋
以
降
に
、
政
教
分

離
を
テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
や
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い

う
提
案
が
出
さ
れ
た
。

首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

　
　
　
　
中
止
　
の
　
要
　
請

　
本
会
は
「
靖
国
神
社
法
案
」
、
首
相
及
び
閣
僚
の

「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」
に
対
し
て
、
過
去
十
六
回

に
わ
た
り
、
反
対
の
意
志
表
明
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
靖
国
神
社
は
、
特
定
の
基
準
を
も
っ
て
合
祀
の
対

象
と
し
た
戦
没
者
を
祀
る
神
社
で
あ
り
、
純
然
た
る

宗
教
施
設
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
一
宗
教
団
体
で
あ
る
靖
国
神

社
に
、
首
相
及
び
閣
僚
が
公
式
参
拝
を
す
る
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
形
式
を
と
り
ま
し
て
も
、
憲
法
に
定
め

る
「
信
教
の
自
由
」
「
政
教
分
離
の
原
則
」
に
違
反

す
る
こ
と
は
、
疑
い
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
四
月
に
も
最
高
裁
判
所
は
、
靖
国
神
社
等
へ

の
公
金
支
出
が
、
金
額
の
多
寡
を
問
わ
ず
憲
法
違
反

に
当
た
る
と
い
う
、
明
確
な
判
断
を
示
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
憲
法
の
規
定
こ
そ
、
今
日
の

平
和
な
日
本
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
戦
没
者
の
追
悼
は
、
国
家
が
特
定
の
宗
教
に
か
か

わ
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
各
ご
遺
族
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
真
実
と
仰
ぐ
宗
教
に
よ
っ
て
な
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
ま
も
な
く
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

祈
念
す
る
日
」
が
ま
い
り
ま
す
が
、
首
相
及
び
閣
僚

が
、
靖
国
神
社
へ
の
公
式
参
拝
を
さ
れ
な
い
よ
う
、

強
く
要
請
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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高
野
山
大
学
教
授

　
去
る
五
月
二
十
二
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
真
宗
大

谷
派
宗
務
所
会
議
室
で
、
第
三
十
二
回
「
業
・
栴
陀

羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
高
野
山
大
学
教
授
・
静
思
圓
師
が
「
弘
法
大
師
の

機
根
論
」
を
テ
ー
マ
に
、
要
旨
以
下
の
よ
う
な
発
表

を
行
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
社
会
部
）

　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※

　
「
弘
法
大
師
の
機
根
論
」
、
つ
ま
り
我
々
が
人
間

と
し
て
生
ま
れ
持
つ
能
力
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
弘

法
大
師
は
ど
の
よ
う
に
思
想
的
に
展
開
し
た
の
か
、

大
師
の
著
作
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。

　
大
師
の
機
根
論
を
考
え
る
場
合
、
基
本
的
な
資
料

と
な
る
の
は
、
大
師
が
思
想
上
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

た
『
釈
摩
詞
術
論
』
と
い
う
『
大
乗
起
信
論
』
の
注

釈
書
で
あ
る
。
大
師
の
文
章
で
は
『
秘
密
玉
茶
羅
十

住
心
論
』
第
九
、
『
弁
論
密
二
教
論
』
巻
上
、
『
釈
論

指
事
』
上
に
、
『
釈
摩
詞
三
論
』
の
同
じ
箇
所
か
ら

静

の
引
用
が
見
え
る
。

　
『
釈
摩
詞
衛
論
』

「
因
」
と
「
果
」

「
二
分
」

慈

圓

　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
一
切
の
仏
教
の
教
え
を

　
　
　
　
　
　
　
に
二
分
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

　
　
　
　
を
不
二
摩
下
界
法
と
い
う
。
こ
の
不
二
摩

詞
衛
の
世
界
と
は
一
切
の
差
別
（
し
ゃ
べ
つ
。
違
い

の
意
）
、
機
根
を
離
れ
た
仏
の
境
界
の
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
世
界
は
果
人
（
仏
）
の
世
界
で
あ

る
た
め
、
因
人
（
我
々
衆
生
）
に
は
理
解
で
き
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
「
糖
分
」
と
は
、
仏
が
果
分
の
世
界

を
因
人
に
示
そ
う
と
し
て
説
い
た
教
え
で
あ
る
の
で
、

衆
生
の
機
根
の
違
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
教
え
も
異
な

る
の
で
あ
る
。

　
大
師
は
自
著
の
中
で
、
『
釈
摩
詞
術
論
』
を
用
い

て
因
分
掌
分
の
説
を
引
用
し
説
明
し
て
い
る
。
た
だ

こ
こ
で
重
視
し
て
お
き
た
い
の
は
、
徳
分
の
世
界
（
果

海
）
と
は
機
根
を
離
れ
た
境
界
を
言
っ
て
い
る
の
で

あ
り
、
因
分
の
世
界
（
興
国
）
と
は
機
根
が
有
る
と

す
る
境
界
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
「
離
機
根
」
「
有
機
根
」
の
考
え
方
は
空
海
の
著

作
中
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。

　
「
離
機
根
」
に
つ
い
て
は
『
教
王
経
開
題
』
『
理

趣
経
開
題
』
『
法
華
経
開
題
』
『
梵
網
経
開
題
』
な
ど

の
中
に
、
ま
た
、
機
根
あ
り
と
す
る
「
有
機
根
」
に

つ
い
て
は
、
『
秘
密
曼
茶
羅
十
住
心
論
』
第
十
中
の

二
例
、
『
秘
蔵
法
鎗
』
の
中
の
三
例
が
、
ま
た
『
弁

顕
密
二
教
論
』
巻
上
、
『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
『
三
昧

耶
戒
序
』
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
大
師
の
「
機
根
論
」
の
基
本
は
『
釈
摩
詞
章
論
』

に
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
釈
摩
詞
術
論
』
で
い

う
果
位
の
境
界
（
性
徳
円
満
海
）
と
は
、
「
機
根
を

離
れ
た
境
地
」
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
逆
に
「
機

根
有
り
」
と
す
る
立
場
は
因
位
の
立
場
（
修
行
種
因

海
）
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
離
機
根
」
・

「
有
機
根
」
と
し
て
区
別
す
る
と
、
そ
の
中
で
空
海

の
「
開
題
」
類
は
す
べ
て
「
離
機
根
」
の
立
場
で
説

か
れ
て
い
る
の
は
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
。

　
ま
た
「
有
機
根
」
の
記
述
の
特
色
は
、
第
一
に
、

「
衆
生
の
病
に
応
じ
て
薬
を
与
え
る
」
と
い
う
よ
う

に
、
衆
生
に
教
え
を
説
く
こ
と
を
薬
と
関
係
さ
せ
て

い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
薬
の
た
と
え
は
、
常
に
衆
生

の
機
根
と
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、

「
有
機
根
」
の
内
容
は
「
横
竪
」
の
問
題
と
合
わ
せ

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す

一4一
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静
慈
圓
著

る
。
第
三
に
、
こ
の
「
有
機
根
」
の
立
場
は
、
仏
を

も
と
め
る
衆
生
の
側
（
向
上
）
か
ら
説
い
た
教
え
で

は
な
く
、
衆
生
を
救
済
す
る
仏
の
側
（
向
下
）
か
ら

説
い
た
教
え
で
あ
る
こ
と
は
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
、
弘
法
大
師
に
お
け
る
「
因
」
と
「
果
」
の

関
係
を
考
え
て
み
る
。
大
師
が
人
間
の
こ
こ
ろ
の
あ

り
方
を
段
階
的
に
説
い
た
『
十
住
心
論
』
の
第
九
極

無
自
性
心
に
は
「
寂
滅
の
因
果
還
っ
て
因
と
為
る
」

と
あ
る
。
第
九
住
心
は
、
第
八
如
実
一
道
心
か
ら
進

展
し
て
来
た
単
位
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
第
十

住
心
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
果
位
も
ま
た
初
心
で
あ
る

因
位
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
因
果
と
は
、
因
↓
果
（
因
）
↓
果
（
因
）

↓
果
云
々
と
い
う
よ
う
に
、
先
立
つ
住
心
に
対
す
れ

ば
果
で
あ
る
が
、
こ
の
果
は
後
の
住
心
に
比
べ
る
と

因
に
な
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
の
果
と
は
仏
教
で
い
う

究
極
の
覚
り
（
仏
果
）
そ
の
も
の
を
指
す
と
は
結
論

づ
け
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
因
と
果
の
関
係
は
一
回
だ

け
の
関
係
で
は
な
く
、
因
果
の
対
立
を
通
し
て
、
そ

の
矛
盾
を
一
層
高
い
境
地
に
進
め
る
と
い
う
運
動
・

発
展
の
姿
に
お
い
て
と
ら
え
る
、
弁
証
法
的
関
係
に

あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
さ
て
、
「
浅
と
深
」
の
関
係
を
、
ど
こ
ま
で
も
竪

に
弁
証
法
的
に
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ

る
が
、
常
に
そ
こ
に
因
果
の
関
係
は
残
る
。
こ
の
問

題
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
大
師
の
『
畔
字
義
』
の
中
に
、
「
今
仏
眼
を
以
て

之
を
観
ず
る
に
、
仏
と
衆
生
と
同
じ
く
解
脱
の
床
に

住
す
」
と
あ
る
。
仏
の
心
眼
を
も
っ
て
観
察
す
る
と
、

仏
も
衆
生
も
と
も
に
生
死
を
解
脱
す
る
床
に
住
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
仏
眼
を
も
て
ば
」
仏
と
衆
生
の

竪
の
浅
深
関
係
は
な
く
な
り
、
す
べ
て
が
無
二
平
等

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
究
極
的
立
場
で
は
、
こ
の
考
え
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
菩
提
を
求
め
る
心
を
起
こ
す
や
否
や
、

直
ち
に
菩
提
の
道
場
に
坐
し
、
「
因
と
果
」
の
境
界

を
こ
え
て
し
ま
う
と
す
る
。
つ
ま
り
真
言
の
字
義
実

相
か
ら
い
え
ば
、
因
と
い
う
も
、
そ
の
因
は
あ
ら
ゆ

る
対
立
を
離
れ
た
も
の
、
空
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
因

に
対
す
る
固
定
の
果
な
ど
は
あ
る
べ
き
は
ず
が
な
い

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
師
は
、
密
教
に
お
け
る
因
果

と
は
、
一
般
の
因
果
論
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。

　
ま
た
大
師
は
自
ら
の
教
学
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、

「
横
竪
」
と
い
う
考
え
を
用
い
る
。
た
と
え
ば
『
十

住
心
論
』
第
十
「
秘
密
荘
厳
心
」
で
密
教
の
悟
り
を

説
明
す
る
際
に
、
「
竪
」
の
義
と
は
、
闇
よ
り
明
に

向
か
っ
て
漸
次
に
求
上
す
る
十
段
階
の
心
の
次
第
の

こ
と
と
し
、
「
横
」
の
義
と
は
、
三
貌
三
菩
提
の
句

を
志
翻
す
る
こ
と
で
、
順
次
、
心
、
身
、
智
、
衆
生
、

虚
空
の
無
量
を
等
し
く
知
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
の
考
え
方
は
『
綴
字
実
相
義
』
『
金
剛
頂
経
開

題
』
、
『
梵
網
経
開
題
』
な
ど
の
大
師
の
他
の
著
作
に

も
多
く
見
ら
れ
る
。

　
注
意
す
べ
き
は
、
大
師
は
自
著
で
縦
の
差
別
（
し

ゃ
べ
つ
、
違
い
の
意
）
を
言
う
と
き
、
必
ず
横
の
一

切
平
等
の
視
点
を
併
せ
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

れ
を
は
ず
す
と
大
師
の
真
意
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
。

　
縦
と
横
の
交
わ
り
の
所
に
悟
り
が
あ
る
。
密
教
の

悟
り
と
は
、
『
大
日
経
』
住
心
品
の
「
如
実
知
直
心
」
、

つ
ま
り
本
来
す
で
に
仏
で
あ
る
自
分
の
心
を
知
る
こ

と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
も
の
が
第
十
住
心
に
到
達
す

る
ま
で
悟
り
を
待
つ
必
要
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住

心
に
い
る
自
分
が
、
そ
の
自
分
の
心
を
如
実
に
知
る

こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
曼
垣
下
の
思
想
に
も
つ
な
が
る
点

で
あ
る
。
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康
副
会
長
　
大
　
谷
　
昭
　
世
　
同
　
　
衣
　
笠
　
諦
　
道
事
務
局
長
　
市
　
村
　
隆
　
玄
神
戸
市
灘
区
原
田
通
三
丁
目
五
－
十
八
　
　
　
　
金
剛
福
寺
内
〒
餅
　
〇
七
入
（
入
六
一
）
四
〇
四
四

愛
知
県
仏
教
直
会
　
　
長
　
岩
　
田
　
文
　
有
副
会
長
　
玉
　
井
　
康
　
之
　
同
　
　
近
藤
真
道
　
同
　
　
岡
　
田
　
泰
成
日
進
市
岩
崎
台
一
－
一
二
四
〇
　
　
　
　
観
音
寺
内
〒
姻
－
0
1
　
0
五
六
一
七
（
二
）
三
二
五
八
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O

信
　
貴
　
山
　
真
　
言
　
宗
総
本
山
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺

神
奈
川
県
仏
教
会

＠

代
表
管
長
　
鈴
　
木
　
鳳
　
永

会
　
　
長
　
小
崎
龍
雄

念
法
眞
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺

副
会
長
　
横
　
山
　
敏
　
明

管
　
　
長
　
野
　
澤
密
　
厳

＝
＝

同
　
　
柳
下
隆
侃

大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
－
四
一
二
二
〒
鵬
　
〇
六
（
九
一
一
）
一
二
〇
一

管
　
　
長
　
田
　
中
真
　
瑞

巽
．

同
　
　
佐
藤
行
信

本
門
佛
立
宗
本
山
宥
清
寺

’ ●
　
■
≡

宗
務
長
　
鈴
　
木
　
貴
　
晶

同
　
　
滝
　
川
覚
道

講
　
　
有
　
井
　
上
　
日
　
慶
宗
務
総
長
　
小
　
山
　
日
　
誠

」
国
圏

庶
務
部
長
　
野
　
澤
　
密
　
孝

事
務
局
長
　
丸
　
山
　
邦
　
雄

本
山
宥
清
寺
〒
㎜
　
京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入
　
　
　
　
　
滝
ヶ
鼻
町
一
〇
〇
五
番
地
の
一
　
　
T
E
L
　
O
七
五
（
四
六
三
）
四
六
二
〇
㈹
　
　
F
A
X
　
O
七
五
（
四
六
三
）
四
六
五
一
本
門
佛
立
宗
宗
務
本
庁

＝7

奈
良
県
生
駒
郡
平
郡
町
信
貴
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
O
l
一
〒
鰯
　
〇
七
四
五
（
七
二
）
二
二
七
七

横
浜
市
中
区
大
平
町
九
六
　
西
有
寺
内
〒
劉
　
〇
四
五
（
六
六
一
）
〇
一
六
六

〒
鋭
　
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
る
　
　
　
　
　
東
竪
町
＝
○
番
地
　
　
T
E
L
　
O
七
五
（
四
六
一
）
＝
六
六
㈹
　
　
F
A
X
　
O
七
五
（
四
六
四
）
五
五
九
九
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O
O
＝
＝

融
通
念
佛
宗
総
本
山
大
念
仏
寺
灘
　
振
白
井
慈
勲
三
一
羅
嚴
　
森
　
田
　
昭
　
光
激
群
繍
嚴
　
尾
　
垣
　
良
　
格
庶
務
部
長
　
清
　
林
　
義
　
博
霧
灘
今
田
章
．
介
大
阪
市
平
野
区
平
野
上
町
　
　
　
　
一
－
七
－
二
六
〒
脚
　
〇
六
（
七
九
一
）
○
〇
二
六

財
団
法
人
　
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
　
長
　
江
　
連
俊
則
副
会
長
　
河
　
野
　
亮
　
永
　
同
　
　
酒
井
文
雄
専
務
理
事
　
　
目
　
黒
　
靖
　
山
浮
常
務
理
事
　
勝
　
山
　
良
　
盛
　
同
　
　
金
子
泰
嶽
　
同
　
　
　
萩
　
野
　
映
　
明
　
同
　
　
嘉
村
義
　
正
浦
和
市
高
砂
四
一
＝
ニ
ー
一
八
〒
錨
　
　
〇
四
六
（
八
六
一
）
二
＝
二
八
F
A
X
　
O
四
六
（
八
六
四
）
六
六
四
九

孝
道
山
本
仏
殿
統
　
　
理
　
岡
　
野
　
正
　
貫
副
統
理
　
岡
　
野
　
郷
　
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
謝
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
＝
一
〇
一

””
u≡

真
言
三
宝
宗
大
本
山
清
澄
寺
灘
　
銀
坂
本
光
謙
綜
磯
嚴
國
定
浮
嚢
鰍
斎
美
術
臨
　
村
　
越
　
英
　
明
宝
塚
市
米
谷
字
清
シ
一
番
地
〒
備
　
〇
七
九
七
（
下
魚
）
六
六
四
一

4
国
囲
三
・
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新じルデf＝ング落成式

バンコクで日95

　
去
る
五
月
九
日
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
お
い
て

W
F
B
本
部
新
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
落
成
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
W
F
B
本
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て

来
た
本
部
ビ
ル
は
老
朽
化
著
し
く
、
五
年
前
に
移
転

W
F
B
新
本
部
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
落
成
式
典

建
て
替
え
の
計
画
が
な
さ
れ
、
漸
く
落
成
式
を
迎
え

た
。
旧
本
部
は
バ
ン
コ
ク
市
内
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
通
り
、

ソ
イ
ニ
に
位
置
し
、
回
り
に
は
多
く
の
ホ
テ
ル
、
オ

フ
ィ
ス
の
立
ち
並
ぶ
繁
華
街
に
あ
っ
た
が
、
移
転
新

築
さ
れ
た
W
F
B
新
本
部
は
、
同
じ
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト

通
り
ソ
イ
ニ
十
四
の
緑
豊
か
な
広
大
な
敷
地
を
有
す

る
ク
ィ
ー
ン
ズ
パ
ー
ク
公
園
内
の
一
角
に
、
地
上
四

階
地
下
一
階
の
近
代
的
な
ビ
ル
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。

　
W
F
B
新
本
部
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
落
成
記
念
式
典
に

は
、
元
タ
イ
国
首
相
の
サ
ン
ヤ
ダ
ル
マ
サ
ク
テ
ィ
W

F
B
会
長
、
世
界
各
国
の
W
F
B
加
盟
団
体
代
表
、

タ
イ
国
文
部
大
臣
、
タ
イ
国
仏
教
界
高
僧
等
が
参
列

し
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
全
日
本
仏
教
会
か
ら
は
、
白
幡
理
事
長
の
代
理
と

し
て
、
吉
橋
国
際
文
化
部
長
ら
が
出
席
し
た
。
　
式

典
祝
辞
で
は
吉
橋
部
長
が
白
幡
理
事
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
代
読
し
、
仏
教
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
新
本
部

の
完
成
を
祝
し
た
。

　
か
ね
て
よ
り
、
W
F
B
は
新
本
部
の
新
築
に
際
し

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、
各
国
加
盟
団
体
と
の

通
信
、
情
報
発
信
に
供
し
た
い
と
の
こ
と
で
全
日
本

仏
教
会
ヘ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
の
援
助
を
要
請
し

て
き
て
い
た
。
本
会
は
こ
の
要
請
に
応
じ
、
記
念
式

典
の
中
で
、
W
F
B
会
長
ヘ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i
寄
付

金
二
〇
〇
万
円
を
手
渡
し
た
。

　
時
恰
も
本
会
事
務
局
に
も
本
年
度
よ
り
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ
、
今
後
、
W
F
B
と
の
相
互
の

通
信
、
情
報
交
換
が
一
層
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

W
F
B
執
行
委
員
会
開
催

　
W
F
B
本
部
新
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
落
成
式
翌
日
の

五
月
十
日
に
は
第
五
十
五
回
W
F
B
執
行
委
員
会
が

新
本
部
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
執
行
委
員
会
で
は
特
に
懸
案
の
第
二
十
回
W
F
B

一14一

義脚‘



・
γ
『
『

か
｝
．
　
‘

・瘤一

1997年8月1日仏全

世
界
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。
第
二
十

回
大
会
は
一
昨
年
、
韓
国
代
表
か
ら
ソ
ウ
ル
で
の
開

催
の
申
し
出
が
あ
り
、
昨
年
十
月
に
は
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
韓
国
内
の
仏
教
界
の
調

整
が
つ
か
ず
延
期
さ
れ
、
前
回
の
執
行
委
員
会
で
は

本
年
六
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
が
ら
も
、

再
度
、
韓
国
仏
教
界
内
部
の
事
情
に
よ
り
、
開
催
は

延
期
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
、
突
然
、
韓
国
代
表
団

は
今
般
の
執
行
委
貝
輪
で
韓
国
で
の
W
F
B
世
界
大

会
開
催
を
辞
退
す
る
と
申
し
出
た
。

　
突
然
の
辞
退
申
し
出
で
あ
っ
た
た
め
、
今
般
の
執

行
委
員
会
で
は
開
催
候
補
地
が
決
定
で
き
ず
、
W
F

B
本
部
は
急
遽
、
ブ
ー
タ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
の
交
渉
を
開
始
し
た
。

　
今
ま
で
、
W
F
B
世
界
大
会
は
二
年
乃
至
三
年
に

一
度
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
般
の
事
態
は
異
例
で
あ
る
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
開
催

　
六
月
二
十
五
日
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
に
お
い

て
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
先
ず
、
報
告
事
項
と
し
て
平
成
入
年
度
事
業
報
告
、

中
間
収
支
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
続
い
て
五
月
、
六
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
L
D
T

及
び
ネ
パ
ー
ル
考
古
局
と
の
交
渉
の
た
め
カ
ト
マ
ン

ズ
へ
出
張
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
と
の
交
渉
で
は
本
会
の
基
本
方
針
以
下

五
点
…
①
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
（
協
定
書
）
に
従
っ
て

遺
跡
の
保
護
の
た
め
に
埋
め
戻
す
　
②
基
壇
を
元
の

大
き
さ
（
二
十
一
m
×
二
十
一
m
）
に
復
元
す
る

③
基
壇
上
に
マ
ヤ
堂
を
復
原
す
る
　
④
仮
マ
ヤ
堂
の

マ
ヤ
夫
人
像
を
復
元
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
の
本
尊
と
し
て

祀
る
⑤
釈
尊
生
誕
の
地
点
を
示
す
と
さ
れ
る
”
石
”

を
展
示
し
た
い
と
い
う
要
望
に
対
し
て
は
検
討
す
る

…
を
提
示
し
た
。

マ
ヤ
堂
考
古
学
調
査
発
掘
現
場
（
手
前
）
仮
堂
（
奥
）

　
ネ
パ
ー
ル
側
は
、
発
見
さ
れ
た
釈
尊
生
誕
の
地
点

を
示
す
と
さ
れ
る
”
石
”
に
関
し
て
は
強
い
関
心
を

示
し
て
お
り
、
こ
れ
を
観
光
資
源
と
し
て
展
示
し
た

い
と
い
う
意
向
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
L
D
T
理
事
長
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
大
臣
は
、
遺
跡
の
保
護
・
復
元
さ
れ

る
マ
ヤ
堂
の
勧
告
を
含
む
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う

要
請
し
て
き
た
。
勧
告
つ
ま
り
マ
ヤ
堂
復
元
の
具
体

案
に
つ
い
て
提
言
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
会
の
事
業
目
的
で
あ
る
マ
ヤ
堂
修
復
が
遅
々
と

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
海
外
か
ら
の
批
判
も
出
て

お
り
、
本
会
は
W
F
B
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
世

界
中
の
仏
教
徒
の
為
に
も
早
急
に
マ
ヤ
堂
復
元
事
業

が
進
展
す
る
よ
う
L
D
T
へ
要
請
す
る
よ
う
働
き
か

け
た
結
果
、
早
速
W
F
B
よ
り
L
D
T
へ
要
望
書
が

送
付
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
よ
う
や

く
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
真
剣
に
動
き
始
め
た
。

　
さ
ら
に
、
事
務
局
よ
り
、
五
月
二
十
六
日
付
英
文

誌
「
タ
イ
ム
」
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
関
連
記
事
が
紹
介
さ
れ

た
。
紙
面
で
は
”
石
”
の
真
偽
（
釈
尊
生
誕
の
地
点

を
示
す
も
の
か
）
が
現
時
点
で
は
確
定
で
き
て
い
な

い
。
公
式
発
表
が
な
い
と
国
際
的
認
知
を
う
け
る
こ

と
が
難
し
い
と
記
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ネ
パ
ー
ル
側
は
日
本
か
ら
の
報

告
書
（
勧
告
）
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
順
調
に
進
め
ば
、
報
告
書
は
本
年
中
に
提
出
さ
れ
、

復
元
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
、
ス
タ
イ
ル
設
計
等
が
よ

り
一
層
具
体
的
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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全日本仏教会
財団創立40周年記念大会

第37回全日本仏教徒会議
日疇＝平威9年10月16日休］午後1時より

会場＝兵口県立文化体野臥神剛畏駆網鰍

主催＝（財）全日本仏教会
鳩費＝夷口県用脚会／神戸岡岬鯛舎愈
観閲＝日：8：交遙公祉／近●日ボツーリスy稟9虚し／繁鴛トラベル

阪紳大震災被災地支援名筆展
（財）全日本仏教会創立⑳周年記念事業

日時＝平成9年9月23日［火］一9月29日［月］

会場＝大ホ山上上脅大澱地下ホ→レλ糊鵬

主催＝（財）全日本仏教会腋一六軸増上O

1997年8月1日

蓑
事
凄
務
《
局
忌
避
募
多
ミ

　
　
　
⊥
ハ
月
一

　
六
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

　
入
日
～
＋
二
日

　
　
　
　
ネ
パ
ー
ル
当
局
と
の
協
議

十
一
日
　
全
霊
協
墨
跡
展
開
会
式
出
席

　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
i
出
席

十
二
日
　
法
律
相
談
室

　
　
　
　
真
言
宗
各
派
同
和
研
修
会
出
席

　
二
十
日
　
日
宗
連
税
制
特
別
委
員
会

二
十
三
日
　
局
内
会
議

二
十
四
日
　
日
宗
連
理
事
会

二
十
五
日
　
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

　
　
　
　
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

二
十
六
日
　
法
律
相
談
室

　
三
十
日
　
文
化
庁
調
査
委
員
会
出
席

　
　
　
－
七
月
－

　
　
　
日
　
日
中
韓
仏
教
交
流
会
議
理
事
会
出
席

　
　
　
　
　
総
持
寺
被
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

　　　全」E…7本仏教会
示一ムページ嚴設のお知Fらぜ
　本会は7月1日より、インターネッ
ト上にホームページを開設しました。

　内容は本会の活動、加盟団体一一覧、

今秋の本財団の創立四十周年記念事業
のお知らせ、宗教法人法の改定に伴う、

宗教法人の備え付け・提出書類の記入
上の注意、書式の簡単ダウンロードな
ど。アクセスをお待ちします。
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＋
三
日

＋
六
日

十
八
日

＋
九
日

神
戸
市
仏
教
連
合
会
総
会
出
席

部
落
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

同
和
委
員
会

業
・
栴
陀
羅
問
題
に
関
す
る
研
究
会

東
京
都
仏
教
連
合
会
総
会
出
席

十九八三二
日日日日日

＋
入
日

二
＋
四
日

二
＋
五
日

記
念
事
業
会
場
打
ち
合
わ
せ

同
和
研
修
会

局
内
会
議

文
化
庁
資
料
作
成
会
議
出
席

法
律
相
談
室

文
化
庁
勉
強
会
出
席

局
内
会
議

法
律
相
談
室

同
和
委
員
会

業
・
栴
陀
羅
問
題
に
関
す
る
研
究
会

羽
生
雅
則
師
（
弁
護
士
）

六
月
二
十
四
日
、
六
十
六
歳
で
遷
化

税
務
委
貝
会
委
員

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
委
員

真
言
宗
豊
山
派
真
福
寺
住
職
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三
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七
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